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’212 ± 居 覧 暢 ・上 田 常 一

一｛roln 　l；．　pelt壱，1θsis ｛n 　having　Do 　post−nasa1 ・

C ・1・・ （i・ ・1・・h・1）
爆

δ一 Ab 。ve　p ・董・ ・lay’c°1°「
・
f° u 「 1° ngitudinal

　
na 「 「°w

　
b 「° wnish

　
black

stripes 　on 　the　fQur　doi’sal 　median 　Bcale 　rows ．　On 　each 　side 　of　the　body ξL　broad　dorse＿lateral

browr】is｝1　b正ack 　band ，
　 and 　 underSide 　 whitish ： 拿一Ile8d　 pale　clay −Golor ，　 body 　 uniformly

pale　oli Ψe　gTey ，
　 underside 　whi もish．

　從 來朝 鮮 より記 録 せ られ た る蠣蜴科 （Scincidae）に 属す る もの は テ ウ セ ン ス ベ ト カ ゲ Leio−

1塑 珈 脇 lrt．t．erfhle 　reevesii 　BomvrGER の 1 種 の み に して ， ト カ ゲ 犀 F− smeees の もの は 未 だ ユ種

も記録 せ られ た る こ とな し。然 る に 著者の 1 人上 田 が 昭和 11年 8 月平安北道薪島 に探集旋行

の 際，龍岩浦 公立 小學校 に 同 地附近 の 三 浦塔 に て 高塚 豐次 氏の 採集せ られ た る蜴蜥 69 各 1

頭 を． 叉 新義 州公立 高等普通 學校 kC同遘水 運島産同種の 蜥蜴 δ 1頭 を所藏せ らる る を知 り，

著者等は それ らの 標本 の 貸與 を受 けて 調査 せ る結 果 ， こ れ らの 蜥 蜴 は何 れ も同種 の もの に し

て 而 も邦 産 EtWiveees屬の 各種 と も， 叉 北支那 及び熱河地 方に 産 す る ElltoneCes　pekinef｝sigと も

相異 せ る もの に し て 全 く新 らし き種な りと認 め た り。 こ れ が 調査 に 際 し交獻 に 關 し多大 の 便

宜 と援助 を賜は b し岡田 彌
一郎博士 竝 に 貴重なる 標本を貸與せ られ た る龍岩浦 及 び 薪義 州 の

兩 校 に對 し て 深 く感謝 の 意 を表 す。

　 Eunzeces　 coreenSIS

　　 　　 sp ・nov ・

　 カ ゥ ラ イ ト カ ゲ （新稱 ）

　本種 は E ・u・Tnece ．　 pek
“ineナ蕊 及

び E ．chinensis に 酷似すれ ど も

後願板 の 1 枚 な る こ と ， 左右前

額板は 中央 に 於 て 相接觸 す る こ

と，及 び上 唇板 ・下 唇板共 に 6

板な る こ と に 於 て 上 記 2種 の 何

れ と も相異 し．且 つ 後頬板に 接

觸 す る上 唇板 の 2 枚 な る こ とは

襯 懶 趣 と組 異 し， 叉 後鼻板 を

有せ ざ る 點 は アθ価 嗣 廟 と相異

せ る所 な り。而 し て 朝鮮 産蜥蜴

目中最 も大形の 種類 な り。

　 1． 科 頭部 rcは大鱗 板 を有
　　　　　　　　　　　 i

し，舌の 表面 に は覆瓦月麟 様筑

頭 を存 し ， 腹鱗 は擺線歌 を な し

て 五點 式 IC排 列 す る に 依 り， 蜥

．蜴 科 Sc｝neidac に 屬 す e 第 　 1　 圖
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　IL　屬　下 眼 瞼は可動的 に して ，前顱頂板 と間顛頂板 と は 明か に 區分 さ る。上 鼻板 を有 し ，

：ロ 葢骨は 中央厳 く隔離す るが 故 に 5カゲ屬 ELcmeces に 屬 する もの と認む 。

　 III．種

　 A ．鱗相

體 は薗筒欺 な り。吻端板 は大 き く高 く前鼻

板 の ％ よ り大 な り。上 鼻板は吻端板 の 後縁

に接す。外鼻 は 大な り。後鼻板 な し。前鼻

板 は大 に して 菱形 に近 き形状 を呈 し吻端板

に接す る こ とな し。前額 板は前鼻 よ り大 に

して 其後縁 に接 し中央 に 於て 左右の もの 相

接す。頬板は 2 放 あ りて 後頬板 の 長 きは高

さ よ りも稍大な b。額板 は長 き六 角形 を な

し 2 枚 （時 に 3 枚） の 上 眼板 に 接す。上 眼

板 は 4 枚 あ b て 第 2 上 眼 板最 も大 tx　P｝。前

顱 頂板 は 2 枚 に して 中央 に 於 て 相接す。顱

頂 叛は大 に して 間顱頂板 に よ b て 左 右 の も

の 相隔 る。顳黷板 は第 2 列 下位 の もの 最 も

大な り。

第 2 國 Euvezeces　coreen ＄is　 StP．1盈ov ．

　　　三 浦塔 産，♀ （xl 妬 ）

第 3 圖　　Eumee ．es　 coreensis 　 sp ．　nov ．

　 　背 面 ，
三 浦塔産，kS ， 右 沓 （縮 小 ）

　　　頸板 は 2 對 あ り。上 唇板及 び 下唇板 は何れ

　　 も 6 枚な D。後頤板 は頤板 の 後縁 に接 し唯 ユ

　　枚 な り。咽 頭 板 は 4 對 あ 1）て ，前 方の 2 對 は

　　中央 に 於 て 相接す る こ と多 く，後方 の 2 對 は

　　相隔 る を常 とす。胴 の 鱗列は 中央部 に 於て 24

　　列 あ り。

　　　駮 は 前後共 に 割合 に 太 く短 く，前肢 は 後肢

　　ic比 し て 稽細 し，　 iFlして δの 後肢は 早の 後肢

　　 よ むも稍長 し。指趾 の 長さ及び 其 F面 の 鱗數

．　 は 次 i長の 如 し、
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

214 「
土 居 寛 暢 。上 田 常

a

」丶1
＼ 墜　　　　 ・

前

指

。

粛猿 ・廡 。 、

全

第

第

第

第

1 第

lnZOO4
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μ
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卩
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』

　 　
』6

指 の 下 面 の 鱗数

5』 6枚

1011117

− 8 ・

　　
’
後

’

長 さ （爪 を 含 む ）

肢
『

趾 の 下 面 の 鱗數 、

37− 43mm

4

漂

；：
　　

8
　 i

5− 6枚

9− 1013

− 1416

− 1810
一

ユ1

　　　 第 4 圖 EtImeces　 eereetzsis 　 sp ．110v．

　　 　 腹 面，三 浦 塔産，左 乱 宥 ♀ （縮 小 ）

呈 し下 面 は殆 ど自色 な り。胴及 び尾 部 の 背面 は一樣 に帶青暗褐色 を呈 して 條斑 な し。下面 は

淡色 に して 極 め て 僅 かに淡桃色 を帶ぶ。背両 の 鱗 の 基部 に は黒褐斑 を有 す。

　掌部下 面 に は
二 般 に細粒状の 鱗 を有 す。

蹠部下面及 び踵部 に は細 き鱗の 外 に數個の

疣状 をなせ る稍大なる 鱗あ り。肛 鱗は 2枚

の 大な為鱗板：よ め域る。．

　尾部 は圓 筒朕 をな して 先端 に 向つ て 次第

．に 細 ま b ・ ♀に 効 て 綜．巧 mmr
βに あ り

て は ユ50皿 m （三浦塔 の は 缺 損 せ る た め 不

明） を算す。尾 の 下面 に は幅廣 き大 なる尾

下 板 を有 し， ♀に あ
』
りて は 88 枚 ， ♂に あ り

て は 68 枚
’
th　）r 。

　體鱗は比 較的大形 に して 白色 の 細 き條線

47b 至 5 を具ふ 。 　　　　
．

　B ．體色 （酒精浸標本 に よ る 〉　　　　
’

　δに あ ljて は頭 部の 背面 は淡褐色 に して

著 しき斑紋 な く， 下 面 は自色 な り。胴及 び

尾部 の 背面は蒼褐色乃至樹色 にし て 下面は

淡色乃至 白色 な り。胴 の 背面 中央 に 於け る

4 鱗列 に は各 1 條 の 黒褐色 の 細き縦條あ り

（各條筑 は鱗の 中央 を過 ぎる）， そ の 爾側2P

ち胴 の 側面 上 孚部 は
一・帶に幅廣き黒褐帶を

なす。 ♀　ICあ りて は頭部 の 背面 は蒼褐色 を
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c 、 測 　 　 定

所 　 　藏 　 　者

探 　 　 集 一　 地

性 別

　 Total 】ength

　 Sllout　 to 　vellt
l

　 Vent 　to　tEp　o £ 顧 l

　 S｝・out 　 t。　 ear ・opening

　 Greatest　 width 　 of 　head

　 Axi ］］e 　to 　grein

　 F 。re】eg 伽 cluded 　clabv ｝

　 Hind −］eg 　〔included　claw ｝

龍岩旃小 學 嫁

三 　浦 　塔

♀

294mm119175

器

19753334

龍岩浦小 學校 ．
’

　 三 浦 鱒＿ hv＿＿“∴一 鰯ニー・　 覧・

？ mm

’
lo6

？

2015

邸

3040

新義州高等 普通 學校

水 　運 　 島

（
O

266mmllO1502219

言53443

IV． 他 種 と の 比 較

種

數

板

さ

す

數

敷

數

板

敷

數

數

の

顳

破

雛
の

封

攣
の

の

鷺

韃
鷺

職

蕪

後

後

後
後

後

顎

左

胴

上

下

Ietepans

ア ヲ ス ヂ

ト カ ゲ

　 1

上 位大

＝ 高 さ

　 2

　 0

　 ユ

偏 る

24− 28

　 7

　 7

iαtiSCtαtttS

ト カ ゲ

　 1

上位大

＝ 高 さ

　 2

　 1

　 1

接 す

24L亠26

　 7

　 7

co ハeens 匹schtnenSidS

カ ウ ラ イ 　 シ 　 　ナ

ト カ ゲ 　 ト カ ゲ

　 1

下 位 大

〉 高 さ

　 2

　 0

　 2

接す

趾

　 6

　 6

・’
2

下位大

〉 高 さ

　 3 奪

　 o

．2

隔 る

2

　 7

　 7

P 幽 繊 編

e　キ．へ 　
｝f 　 ン

ト カ ゲ

　 2

下位大

〉 高 さ

　 盆

　 1

　 2 ．

隔 る

艶

　 7

　 7

廊 ぬ印 側 画

キ シ ノ ウ ヱ

ト 　 カ 　ゲ

　 2

卞位大

〉 高 さ．

　 ：匿

　 ユ

　 ．3 ，

．：隔 る ｝
　 　 　 1
24←261

　 7

　
6
　1
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